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◆
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
と
交
流
協
定

締
結

七
月
三
十
日
、
米
国
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
機
構

の
フ
リ
ー
ア
美
術
館
と
の
間
に
交
流
協
定
を

締
結
し
た
。
今
後
は
、
両
者
間
に
調
整
委
員

会
を
設
け
、
研
究
者
交
流
な
ど
の
事
業
を
進

め
て
い
く
予
定
。

◆
山
本
邦
山
教
授
が
人
間
国
宝

七
月
八
日
、
山
本
邦
山
教
授
（
邦
楽
科
尺

八
）
は
、
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
（
人
間

国
宝
）
と
し
て
認
定
さ
れ
た
。

◆
運
営
諮
問
会
議
を
開
催

六
月
二
十
八
日
、
平
成
十
四
年
度
第
一
回

運
営
諮
問
会
議
を
開
催
し
、
議
長
、
副
議
長

を
再
選
出
し
た
。
国
立
大
学
を
取
り
巻
く
現

が
説
明
さ
れ
た
の
ち
、
本
学
に
お
け
る
大
学

改
革
の
推
進
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
た
。

議
長

樋
口
　
廣
太
郎
　
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
（
株
）

相
談
役
名
誉
会
長

副
議
長

鳥
居
　
泰
彦
　
　
日
本
私
立
学
校
振
興
・

共
済
事
業
団
理
事
長

海
老
沢
　
勝
二
　
日
本
放
送
協
会
会
長

運
　
営

受
　
章
・
受
　
賞

交
　
流

NEWS
2002.6～
2002.9

二
〇
〇
二
年
一
月
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
復
興

を
支
援
す
る
東
京
会
議
で
世
界
各
国
は
そ
れ
ぞ
れ

具
体
的
な
支
援
内
容
を
発
表
し
た
。
日
本
政
府
は

「
難
民
の
再
定
住
、
地
雷
除
去
、
医
療
、
教
育
」

な
ど
復
興
に
向
け
て
不
可
欠
な
プ
ロ
セ
ス
と
未
来

を
担
う
人
づ
く
り
に
支
援
の
重
点
を
置
く
と
表
明

し
た
。

フ
ラ
ン
ス
政
府
は
「
教
育
、
保
健
、
農
業
、
国

家
再
建
、
市
民
社
会
支
援
、
文
化
遺
産
の
保
護
」

の
六
部
門
を
支
援
対
象
と
特
定
し
、
春
、
す
ぐ
さ

〜
国
際
文
化
交
流

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

奏
楽
堂
か
ら

世
界
的
世
論
の
喚
起
〜
プログラム
●第1セッション

基調講演：平山郁夫（東京芸術大学長）
松浦晃一郎（ユネスコ事務局長）
ジャン・フランソワ・ジャリージュ
（フランス・ギメ国立東洋美術館長）

●第2セッション

テーマ：東西文化交流とアフガニスタンの仏教文
化の展開

コーディネーター：前田耕作（和光大学教授）
発表者：ポール・ベルナール（フランス学士院会

員）／ゼマルヤライ・タルジ（ストラス
ブール大学教授）／宮治昭（名古屋大
学教授）／田辺勝美（中央大学教授）

●第3セッション

コーディネーター：前田耕作教授
パネリスト：ピエールカンボン・ギメ国立東洋美

術館部長／タルジ教授／ベルナール
氏／土谷遥子（元上智大教授）／宮治
昭教授／田辺勝美教授

主催 東京芸術大学、ユネスコ、日本ユネス
コ国内委員会、社団法人日本ユネスコ
協会連盟、朝日新聞社

後援 外務省、文化庁、ＮＨＫ、文化財保護
振興財団、芸術研究振興財団

協力 国際交流基金、全日空、全日空ホテル
ズ、電通

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
文
化
支
援
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

―
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
か
ら
―

前
田
耕
作

平
成
十
四
年
七
月
二
十
九
日
、
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
の
貴
重
な
文
化
財
保
護
に
関
す
る
世

界
的
な
世
論
の
構
築
に
資
す
る
た
め
、
国
際
文
化

交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
０
２
「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
の
文
化
―
東
西
文
化
交
流
と
仏
教
文
化
―
」
が

奏
楽
堂
に
お
い
て
開
か
れ
、
約
九
〇
〇
人
が
参
加

し
た
。

ま
調
査
団
を
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
派
遣
し
た
。
と

り
わ
け
緊
急
性
を
要
す
る
文
化
遺
産
の
保
護
に
関

し
て
は
六
名
の
専
門
家
た
ち
を
現
状
調
査
の
た
め

五
月
初
旬
に
現
地
に
送
り
、
五
月
末
に
カ
ブ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
た
「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
文
化
遺
産
復

興
国
際
セ
ミ
ナ
ー
」
に
備
え
た
。
こ
の
対
応
の
素

早
さ
は
、
文
化
復
興
が
和
平
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
で

果
た
す
役
割
の
重
要
性
を
深
く
認
識
す
る
フ
ラ
ン

ス
な
ら
で
は
の
も
の
で
あ
っ
た
。

カ
ブ
ー
ル
会
議
の
主
要
な
目
的
は
、
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
国
内
の
文
化
遺
産
、
遺
跡
、
博
物
館
の
現

状
に
関
す
る
情
報
の
交
換
と
、
緊
急
お
よ
び
長
期

の
遺
産
保
護
を
目
的
と
す
る
対
策
の
骨
子
の
策
定

で
あ
っ
た
。
国
内
文
化
遺
産
の
目
録
作
成
、
カ
ブ

ー
ル
博
物
館
復
興
計
画
、
バ
ー
ミ
ヤ
ン
仏
教
遺
跡

の
保
護
な
ど
が
最
初
の
実
行
計
画
に
盛
り
こ
ま
れ

た
。平

山
郁
夫
学
長
は
日
本
か
ら
た
だ
ひ
と
り
ユ
ネ

ス
コ
親
善
大
使
と
し
て
こ
の
会
議
に
加
わ
り
、
バ

ー
ミ
ヤ
ン
遺
跡
の
修
復
、
現
地
に
資
料
館
を
設
置

す
る
こ
と
と
当
地
に
お
け
る
考
古
発
掘
の
推
進
、

バ
ー
ミ
ヤ
ン
、
カ
ク
ラ
ク
、
フ
ォ
ラ
デ
ィ
の
石
窟

の
あ
る
三
つ
の
谷
を
環
境
も
ろ
と
も
文
化
ゾ
ー
ン

と
し
て
保
存
・
保
護
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
主
張

大
学
院
音
楽
研
究
科
学
生
に
よ
る
弦
楽
四
重
奏

の
奏
楽
で
始
ま
り
、
平
山
学
長
、
松
浦
ユ
ネ
ス
コ

事
務
局
長
の
主
催
者
挨
拶
、
遠
山
文
部
科
学
大
臣
、

松
浪
外
務
大
臣
政
務
官
、
ラ
ヒ
ー
ン
・
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
情
報
文
化
大
臣
の
祝
辞
の
後
、
外
国
人
留

学
生
に
よ
る
民
族
音
楽
と
踊
り
が
披
露
さ
れ
た
。
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大
賀
　
典
雄
　
　
ソ
ニ
ー
（
株
）

取
締
役
会
議
長

北
島
　
義
俊
　
　
大
日
本
印
刷
（
株
）
社
長

園
田
　
高
弘
　
　
ピ
ア
ニ
ス
ト
、

日
本
芸
術
院
会
員

高
階
　
秀
爾
　
　
美
術
評
論
家
、

大
原
美
術
館
長

野
ł

弘
　
　
　
独
立
行
政
法
人

国
立
博
物
館
長

三
善
　
晃
　
　
　
東
京
文
化
会
館
館
長

森
　
英
恵
　
　
　
デ
ザ
イ
ナ
ー

（
五
月
一
日
現
在
）

◆
学
校
邦
楽
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
　

開
催

七
月
二
十
八
日
に
第
二
回
「
学
校
邦
楽
教

育
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
２
」
を
奏
楽
堂
で
開

催
し
た
。
午
前
中
に
邦
楽
実
技
研
修
、
午
後

か
ら
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
、
全
国
か
ら
小
・
中
・

高
校
・
大
学
の
音
楽
教
員
、
教
育
委
員
会
関

係
者
、
邦
楽
教
育
関
係
者
な
ど
約
三
○
○
名

が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
。

◆
天
皇
皇
后
両
陛
下
行
幸
啓

七
月
二
十
九
日
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
大

学
美
術
館
を
訪
れ
、「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

悠
久
の
歴
史
展
」
を
ご
鑑
賞
に
な
ら
れ
た
。

両
陛
下
は
、
遠
山
文
部
科
学
大
臣
ら
の
お
出

迎
え
を
受
け
た
後
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
、
パ
リ
で

実
施
さ
れ
た
「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
　
悠
久
の

歴
史
展
」
へ
の
出
品
物
を
中
心
に
、
先
史
時

代
か
ら
近
代
ま
で
多
様
な
文
化
と
近
年
の
戦

禍
に
よ
っ
て
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
流
出
し

た
文
化
財
や
現
地
文
化
財
の
悲
惨
な
状
況
を

伝
え
る
映
像
や
写
真
な
ど
を
熱
心
に
ご
鑑
賞

さ
れ
た
。

ご
鑑
賞
後
催
さ
れ
た
両
陛
下
と
の
ご
懇
談

で
は
遠
山
大
臣
、
松
浪
外
務
大
臣
政
務
官
、

ラ
ヒ
ー
ン
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
情
報
文
化
大

臣
と
主
催
者
代
表
、
当
日
開
催
さ
れ
た
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
パ
ネ
リ
ス
ト
や
招
待
者
の

代
表
者
と
ご
懇
談
さ
れ
た
。

し
た
ポ
ー
ル
・
ベ
ル
ナ
ー
ル
氏
の
驚
く
べ
き
発
見
、

か
つ
て
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
考
古
研
究
所
の
責
任
者

と
し
て
ハ
ッ
ダ
の
仏
教
遺
跡
の
科
学
的
発
掘
の
指

揮
を
と
っ
た
ゼ
マ
ル
ヤ
ラ
イ
・
タ
ル
ジ
氏
の
仏
像

の
起
源
を
め
ぐ
る
言
説
な
ど
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

日
本
側
は
バ
ー
ミ
ヤ
ン
遺
跡
を
中
心
と
し
て
そ
れ

ぞ
れ
個
性
溢
れ
る
議
論
を
展
開
し
て
気
を
吐
い
た
。

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
含
ん
で
四
時
間
に
お

よ
ぶ
長
い
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く

の
人
た
ち
が
変
転
す
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
歴
史

に
じ
っ
と
耳
を
傾
け
、
そ
の
文
化
の
多
様
な
姿
に

熱
く
心
を
ゆ
さ
ぶ
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
参
加
し

た
す
べ
て
の
人
が
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
「
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
貴
重
な
文
化
財
保
護
に
関
す
る

世
界
的
な
世
論
」
喚
起
の
発
火
点
に
な
る
こ
と
を

願
っ
た
に
違
い
な
い
。

（
ま
え
だ
・
こ
う
さ
く
／
和
光
大
学
教
授
・
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
の
復
興
を
支
援
す
る
東
京
会
議
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
）

〜
日
米
仏
　
国
際
交
流
懇
談
会
開
催
〜

七
月
三
十
日
、
東
京
全
日
空
ホ
テ
ル
で
日
米
仏

三
カ
国
の
美
術
館
等
の
関
係
者
か
ら
な
る
「
国
際

交
流
懇
談
会
」
を
主
催
し
た
。

懇
談
会
で
は
、
本
学
学
長
を
議
長
と
し
て
考
古

資
料
か
ら
現
代
美
術
に
い
た
る
幅
広
い
文
化
財
・

美
術
品
の
保
存
修
復
を
中
心
と
し
た
現
状
と
、
人

材
育
成
や
国
際
交
流
事
業
実
施
に
際
し
て
の
事
前

の
情
報
交
換
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性

な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

特
に
美
術
品
の
収
集
や
保
存
方
法
が
各
国
共
通
の

課
題
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
交
流
の
機
会
を
重
ね
て
い

く
必
要
性
に
つ
い
て
意
見
の
一
致
を
み
た
。

出席者

河合隼雄（文化庁長官）／野ł 弘（東京国立博物館
長）／佐々木正峰（国立科学博物館長）／樺山紘一
（国立西洋美術館長）／辻村哲夫（東京国立近代美術
館長）／平山郁夫（学長）／宮田亮平（美術学部
長）／高橋大海（音楽学部長）／竹内順一（大学美術
館長）／ジャン・フランソワ・ジャリージュ（ギメ館
長）／キャサリン・ジャリージュ（考古学者）／ピエー
ル・カンボン（ギメ美術館部長）／尾本圭子（ギメ美
術館図書館司書）／ゼマルヤライ・タルジ（教授）／
ヤニック・ルー（エコールドボザール学長代理）／ベロ
ニカ・ラバリ・ガル（同国際部長）／ジュリアン・ラビ
（スミソニアン機構・フリーア美術館長）／ジェイム
ズ・ユーラック（同日本美術主任研究官）

さ
れ
た
。

二
〇
〇
二
年
夏
、
東
京
芸
術
大
学
で
開
催
さ
れ

た
「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

悠
久
の
歴
史
展
」
と

「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
文
化
　
東
西
文
化
交
流
と
仏

教
文
化
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
、
こ
う
し
た
大
き
な
歴
史
的
う
ね
り
を
積
極

的
に
受
け
と
め
て
、
日
本
が
文
化
に
か
か
わ
っ
て

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
歩
み
に
深
く
足
を
踏
み
入
れ

る
初
め
て
の
試
み
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
は

ま
た
、
越
境
的
な
眼
差
し
な
く
し
て
文
化
な
ど
語

る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を
学
ぶ
機
会
で
も
あ
っ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
パ
ネ
リ

ス
ト
は
す
べ
て
カ
ブ
ー
ル
会
議
に
出
席
し
た
メ
ン

バ
ー
で
あ
り
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と

し
て
な
が
く
活
躍
し
て
き
た
学
究
た
ち
で
あ
っ
た
。

彼
ら
は
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
か
ら
仏
教
に
か
か
わ
る
遺
跡

ま
で
を
広
く
深
く
論
じ
つ
つ
、
複
合
的
な
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
文
化
の
独
自
性
と
普
遍
性
を
き
わ
め
て

具
体
的
に
語
っ
た
。
ア
イ
・
ハ
ヌ
ム
遺
跡
を
発
掘




